
M O R I O K A

　「夢」には、先輩たちが築いてきた歴史ある盛岡というまちが、将来にわたって輝きが増し、

この自信と誇りを未来の世代にもしっかりと引き継ぎ、住む人が生き生きと暮らし、国内外の

多くの人々をひきつける魅力がある盛岡になる、そういう思いを込めています。

　盛岡市総合計画に掲げる共に目指す将来像「輝きが増し　活力に満ち　夢をかなえるまち

盛岡」に込められた意味に通じる「より優しく、より強い盛岡」。

　この言葉には、年齢や性別、障がいの有無を超えて、立場や考え方の違いを認め合い、市

民の誰もが希望する未来を描き、夢をかなえることができるまちを市民の皆さんと共に創っ

ていこうという思いが込められています。

　夢を実現し優しさを支え続けるためには、「強い盛岡」が必要です。地元の経済が明るく元

気になり、地元の中小企業も元気になる、そんな好循環を生み出す盛岡を創っていきましょう。

MOR IOKA
令和8年度市政運営

もりおか
地元企業の経営力強化や起業創業支援、成長産業
の育成や産業基盤の整備により、地域内で経済が
循環し発展する環境をつくり、企業の生産性向上を
目指します。

子どもと若者の幸せを第一に、地域ぐるみでの子育
て支援や母子保健の充実、子ども・若者が希望を
かなえられる環境の充実に取り組みます。

基本目標 2 人を育み未来を選べるまちづくり

農地や森林の有する多面的機能を守り発揮し、農
林業者の経営力向上や担い手確保のための支援の
ほか、盛岡産農畜林産物の地産地消や販路拡大、
付加価値向上に取り組みます。

子どもたちがふるさとを愛し、自ら学び、未来をつ
くる力を育むため、学校・家庭・地域が連携し、確
かな学力育成と、誰一人取り残さない教育を進め
ます。

産業人材の育成・確保のためキャリア教育や企業と
のマッチング機会をつくるほか、働きやすい環境を
整え、多様な働き方が実現できるよう取り組みます。

互いを理解し尊重する社会を実現するため、人権
尊重や平和への意識啓発や、誰もが性別等にかか
わらず個性と能力を発揮できる男女共同参画を進
めます。

基本目標 1 豊かな地域資源が活力を生み出すまちづくり

●1  商工業の振興

●7  子ども・若者への支援

働きたい・住み続けたい・
行ってみたいまち創造プロジェクト
若者の仕事や暮らしの希望がかなう環境づくり
に取り組み、盛岡を支える人を増やしていきます。

●2  農林業の振興

●8  子どもの教育の充実

●3  雇用対策の充実

●9  人権尊重・男女共同参画の推進

市内外に盛岡ファンを増やし、移住・定住、関係人
口を拡大するため、市の魅力や価値を効果的に発
信し、にぎわいと交流を創出します。

地域資源を生かした観光地域づくりや国内外旅行者
等の誘致を推進するとともに、祭り・イベントの充
実、受入環境の整備など観光の振興を図ります。

地域の歴史や文化への誇りを大切にしながら、文化
財の保存と積極的な活用を通じて、市の魅力発信
に取り組みます。

●4  魅力の創造・発信 ●5  観光の振興 ●6  歴史・文化の継承

●子どもが健やかに成長し将来に希望が持てるまちにしたい！ ●一人ひとりが尊重され活躍できるまちに
したい！

●盛岡らしさと魅力があふれるまちにしたい！

誰もが芸術や文化に親しむ機会を拡充し、市民の
自主的、創造的な芸術文化活動を支援します。

誰もがスポーツに親しみ、スポーツを通じて、健康
でいきいきと暮らせるまちづくりを目指すとともに、
まちの魅力発信・創出や交流人口の拡大に取り組
みます。

誰もが生涯を通じて学び続けられる環境づくりを進
めるとともに、学んだ成果を課題解決に生かすこと
により豊かな人生を送ることができるよう、学習機
会の充実に取り組みます。

●10 芸術文化の振興 ●11 スポーツの推進 ●12  生涯学習の推進

●誰もが自分らしく生きがいをもって暮らせるまちにしたい！

●強い産業基盤が地域経済をけん引するまちにしたい！
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もりおか －令和 8年度の市政運営－

「夢｣に込めた思い
盛岡市総合計画（令和7年度～令和16年度）

地域の力でまちに活力を！

社会減対策 強い経済、産業振興、雇用の創出など

子どもも大人も未来を選べる

孤立をなくし、誰もが役割を持ちながら互いを尊重
し、誰一人取り残すことなく住み慣れた地域で暮ら
し続けられる地域社会をつくります。

自然災害や火災など、あらゆる危機に強いまちを目
指し、防災や消防力の充実などに取り組みます。

基本目標 4 安全・安心で快適に暮らせるまちづくり

高齢者が健康で生きがいを持ち、安心して暮らせ
るよう、高齢者の社会参加促進、介護予防や認知
症対策、介護サービス提供体制の強化などに取り
組みます。

市民が安全・安心に暮らせるよう、交通安全の推進
や防犯対策、消費者の安全を守る取り組みなどを
進めます。

障がいの有無にかかわらず、互いを尊重しながら安
心して暮らせるよう、障がいへの市民理解と交流、
障がい福祉サービスの提供体制の強化に取り組み
ます。

良好な環境を未来につなげるため、公害や環境汚
染の監視、廃棄物の適正処理、気候変動対策やご
みの減量・資源化に取り組みます。

基本目標 3 人がいきいきとつながり支え合うまちづくり

●13 地域福祉の推進

●19 災害に強い地域づくり

方針1……市民参画や協働によるまちづくり
方針2……持続可能な財政運営の実現
方針3……信頼性の高い市政の確立
方針4……自律した自治体経営の推進
方針5……行政サービスの向上と事務の効率化の推進

自治体経営の取り組み
共に目指す将来像の実現に向けた理念を定め、取り組みます。

●14 高齢者福祉の充実

●20 安全・安心な暮らしの確保

●15 障がい者福祉の充実

●21 環境の保全・創造

生活に困っている人が自立して安定した暮らしがで
きるよう、相談体制の充実や、状況に応じて自立支
援制度や生活保護などの支援を行います。

自然と人の営みとの調和を大切にしな
がら、効率的で活気のある市街地づく
りを進めます。

生涯にわたり健康に暮らせるよう、感染症や生活習
慣病の予防、健康相談や健康診査の実施、医療体
制の確保や医療費の支援などを進めます。

快適な暮らしと活発な産業活動を支え
るため、道路や橋、上下水道などの
都市基盤施設を適切に管理し、機能強
化を図ります。

地域コミュニティが担う役割を維持し、活動を続け
られるよう、町内会・自治会や、目的を共にする団
体などへの支援を進めます。

●16 生活困窮者への支援

●22コンパクトなまちづくりの推進

●17 健康づくり・医療の充実

●23 都市基盤施設の維持・強化

●18 地域コミュニティの維持・活性化

市民と一緒に盛岡らしい街並みや景観
を守り、創り、育てるとともに、公園
の整備や公共空間等の緑化を進めま
す。また、公共施設の改善や再開発
を行い、快適な都市環境をつくります。

●24 快適な都市環境の形成

幹線道路や自転車・歩行環境の整備、
地域公共交通の維持確保、公共交通
や自転車の利用促進など、誰もが快適
に移動できる交通環境をつくります。

●25 交通環境の構築

●寄り添い助け合いつながる社会にしたい！

●誰もが健やかで心豊かに生活できる社会
にしたい！

●多様な主体が協働する持続可能なまちに
したい！

●かけがえのない環境を未来に
つなげるまちにしたい！

●人にやさしく安全・安心なまちにしたい！

●誰もが暮らしやすく住み続けたいまちにしたい！

夢を持ち喜びを感じられる
子育て応援プロジェクト
安心して子育てができる環境づくりに取り組みます。

自然減対策 子育てに優しいまちづくり

誰ひとり、取り残さないまち

誰もが快適に暮らせるまち

皆さんの声、お待ちしております

市民の意見箱

あなたの声を聴かせてください！

手 紙
へ の市 長

市長への手紙はこちらから意見
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令和8年度の市政運営

共に目指す将来像「輝きが増し 活力に満ち 夢をかなえるまち盛岡」

重点的な取り組み
人口対策に力を入れるため、
人口の社会減や自然減のさまざまな対策を進める
「未来創造プロジェクト」
に取り組みます。



M O R I O K A

　「夢」には、先輩たちが築いてきた歴史ある盛岡というまちが、将来にわたって輝きが増し、

この自信と誇りを未来の世代にもしっかりと引き継ぎ、住む人が生き生きと暮らし、国内外の

多くの人々をひきつける魅力がある盛岡になる、そういう思いを込めています。

　盛岡市総合計画に掲げる共に目指す将来像「輝きが増し　活力に満ち　夢をかなえるまち

盛岡」に込められた意味に通じる「より優しく、より強い盛岡」。

　この言葉には、年齢や性別、障がいの有無を超えて、立場や考え方の違いを認め合い、市

民の誰もが希望する未来を描き、夢をかなえることができるまちを市民の皆さんと共に創っ

ていこうという思いが込められています。

　夢を実現し優しさを支え続けるためには、「強い盛岡」が必要です。地元の経済が明るく元

気になり、地元の中小企業も元気になる、そんな好循環を生み出す盛岡を創っていきましょう。

MOR IOKA
令和8年度市政運営

もりおか
地元企業の経営力強化や起業創業支援、成長産業
の育成や産業基盤の整備により、地域内で経済が
循環し発展する環境をつくり、企業の生産性向上を
目指します。

子どもと若者の幸せを第一に、地域ぐるみでの子育
て支援や母子保健の充実、子ども・若者が希望を
かなえられる環境の充実に取り組みます。

基本目標 2 人を育み未来を選べるまちづくり

農地や森林の有する多面的機能を守り発揮し、農
林業者の経営力向上や担い手確保のための支援の
ほか、盛岡産農畜林産物の地産地消や販路拡大、
付加価値向上に取り組みます。

子どもたちがふるさとを愛し、自ら学び、未来をつ
くる力を育むため、学校・家庭・地域が連携し、確
かな学力育成と、誰一人取り残さない教育を進め
ます。

産業人材の育成・確保のためキャリア教育や企業と
のマッチング機会をつくるほか、働きやすい環境を
整え、多様な働き方が実現できるよう取り組みます。

互いを理解し尊重する社会を実現するため、人権
尊重や平和への意識啓発や、誰もが性別等にかか
わらず個性と能力を発揮できる男女共同参画を進
めます。

基本目標 1 豊かな地域資源が活力を生み出すまちづくり

●1  商工業の振興

●7  子ども・若者への支援

働きたい・住み続けたい・
行ってみたいまち創造プロジェクト
若者の仕事や暮らしの希望がかなう環境づくり
に取り組み、盛岡を支える人を増やしていきます。

●2  農林業の振興

●8  子どもの教育の充実

●3  雇用対策の充実

●9  人権尊重・男女共同参画の推進

市内外に盛岡ファンを増やし、移住・定住、関係人
口を拡大するため、市の魅力や価値を効果的に発
信し、にぎわいと交流を創出します。

地域資源を生かした観光地域づくりや国内外旅行者
等の誘致を推進するとともに、祭り・イベントの充
実、受入環境の整備など観光の振興を図ります。

地域の歴史や文化への誇りを大切にしながら、文化
財の保存と積極的な活用を通じて、市の魅力発信
に取り組みます。

●4  魅力の創造・発信 ●5  観光の振興 ●6  歴史・文化の継承

●子どもが健やかに成長し将来に希望が持てるまちにしたい！ ●一人ひとりが尊重され活躍できるまちに
したい！

●盛岡らしさと魅力があふれるまちにしたい！

誰もが芸術や文化に親しむ機会を拡充し、市民の
自主的、創造的な芸術文化活動を支援します。

誰もがスポーツに親しみ、スポーツを通じて、健康
でいきいきと暮らせるまちづくりを目指すとともに、
まちの魅力発信・創出や交流人口の拡大に取り組
みます。

誰もが生涯を通じて学び続けられる環境づくりを進
めるとともに、学んだ成果を課題解決に生かすこと
により豊かな人生を送ることができるよう、学習機
会の充実に取り組みます。

●10 芸術文化の振興 ●11 スポーツの推進 ●12  生涯学習の推進

●誰もが自分らしく生きがいをもって暮らせるまちにしたい！

●強い産業基盤が地域経済をけん引するまちにしたい！
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もりおか －令和 8年度の市政運営－

「夢｣に込めた思い
盛岡市総合計画（令和7年度～令和16年度）

地域の力でまちに活力を！

社会減対策 強い経済、産業振興、雇用の創出など

子どもも大人も未来を選べる

孤立をなくし、誰もが役割を持ちながら互いを尊重
し、誰一人取り残すことなく住み慣れた地域で暮ら
し続けられる地域社会をつくります。

自然災害や火災など、あらゆる危機に強いまちを目
指し、防災や消防力の充実などに取り組みます。

基本目標 4 安全・安心で快適に暮らせるまちづくり

高齢者が健康で生きがいを持ち、安心して暮らせ
るよう、高齢者の社会参加促進、介護予防や認知
症対策、介護サービス提供体制の強化などに取り
組みます。

市民が安全・安心に暮らせるよう、交通安全の推進
や防犯対策、消費者の安全を守る取り組みなどを
進めます。

障がいの有無にかかわらず、互いを尊重しながら安
心して暮らせるよう、障がいへの市民理解と交流、
障がい福祉サービスの提供体制の強化に取り組み
ます。

良好な環境を未来につなげるため、公害や環境汚
染の監視、廃棄物の適正処理、気候変動対策やご
みの減量・資源化に取り組みます。

基本目標 3 人がいきいきとつながり支え合うまちづくり

●13 地域福祉の推進

●19 災害に強い地域づくり

方針1……市民参画や協働によるまちづくり
方針2……持続可能な財政運営の実現
方針3……信頼性の高い市政の確立
方針4……自律した自治体経営の推進
方針5……行政サービスの向上と事務の効率化の推進

自治体経営の取り組み
共に目指す将来像の実現に向けた理念を定め、取り組みます。

●14 高齢者福祉の充実

●20 安全・安心な暮らしの確保

●15 障がい者福祉の充実

●21 環境の保全・創造

生活に困っている人が自立して安定した暮らしがで
きるよう、相談体制の充実や、状況に応じて自立支
援制度や生活保護などの支援を行います。

自然と人の営みとの調和を大切にしな
がら、効率的で活気のある市街地づく
りを進めます。

生涯にわたり健康に暮らせるよう、感染症や生活習
慣病の予防、健康相談や健康診査の実施、医療体
制の確保や医療費の支援などを進めます。

快適な暮らしと活発な産業活動を支え
るため、道路や橋、上下水道などの
都市基盤施設を適切に管理し、機能強
化を図ります。

地域コミュニティが担う役割を維持し、活動を続け
られるよう、町内会・自治会や、目的を共にする団
体などへの支援を進めます。

●16 生活困窮者への支援

●22コンパクトなまちづくりの推進

●17 健康づくり・医療の充実

●23 都市基盤施設の維持・強化

●18 地域コミュニティの維持・活性化

市民と一緒に盛岡らしい街並みや景観
を守り、創り、育てるとともに、公園
の整備や公共空間等の緑化を進めま
す。また、公共施設の改善や再開発
を行い、快適な都市環境をつくります。

●24 快適な都市環境の形成

幹線道路や自転車・歩行環境の整備、
地域公共交通の維持確保、公共交通
や自転車の利用促進など、誰もが快適
に移動できる交通環境をつくります。

●25 交通環境の構築

●寄り添い助け合いつながる社会にしたい！

●誰もが健やかで心豊かに生活できる社会
にしたい！

●多様な主体が協働する持続可能なまちに
したい！

●かけがえのない環境を未来に
つなげるまちにしたい！

●人にやさしく安全・安心なまちにしたい！

●誰もが暮らしやすく住み続けたいまちにしたい！

夢を持ち喜びを感じられる
子育て応援プロジェクト
安心して子育てができる環境づくりに取り組みます。

自然減対策 子育てに優しいまちづくり

誰ひとり、取り残さないまち

誰もが快適に暮らせるまち

皆さんの声、お待ちしております

市民の意見箱

あなたの声を聴かせてください！

手 紙
へ の市 長

市長への手紙はこちらから意見
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令和8年度の市政運営

共に目指す将来像「輝きが増し 活力に満ち 夢をかなえるまち盛岡」

重点的な取り組み
人口対策に力を入れるため、
人口の社会減や自然減のさまざまな対策を進める
「未来創造プロジェクト」
に取り組みます。

M O R I O K A

　「夢」には、先輩たちが築いてきた歴史ある盛岡というまちが、将来にわたって輝きが増し、

この自信と誇りを未来の世代にもしっかりと引き継ぎ、住む人が生き生きと暮らし、国内外の

多くの人々をひきつける魅力がある盛岡になる、そういう思いを込めています。

　盛岡市総合計画に掲げる共に目指す将来像「輝きが増し　活力に満ち　夢をかなえるまち

盛岡」に込められた意味に通じる「より優しく、より強い盛岡」。

　この言葉には、年齢や性別、障がいの有無を超えて、立場や考え方の違いを認め合い、市

民の誰もが希望する未来を描き、夢をかなえることができるまちを市民の皆さんと共に創っ

ていこうという思いが込められています。

　夢を実現し優しさを支え続けるためには、「強い盛岡」が必要です。地元の経済が明るく元

気になり、地元の中小企業も元気になる、そんな好循環を生み出す盛岡を創っていきましょう。

MOR IOKA
令和8年度市政運営

もりおか
地元企業の経営力強化や起業創業支援、成長産業
の育成や産業基盤の整備により、地域内で経済が
循環し発展する環境をつくり、企業の生産性向上を
目指します。

子どもと若者の幸せを第一に、地域ぐるみでの子育
て支援や母子保健の充実、子ども・若者が希望を
かなえられる環境の充実に取り組みます。

基本目標 2 人を育み未来を選べるまちづくり

農地や森林の有する多面的機能を守り発揮し、農
林業者の経営力向上や担い手確保のための支援の
ほか、盛岡産農畜林産物の地産地消や販路拡大、
付加価値向上に取り組みます。

子どもたちがふるさとを愛し、自ら学び、未来をつ
くる力を育むため、学校・家庭・地域が連携し、確
かな学力育成と、誰一人取り残さない教育を進め
ます。

産業人材の育成・確保のためキャリア教育や企業と
のマッチング機会をつくるほか、働きやすい環境を
整え、多様な働き方が実現できるよう取り組みます。

互いを理解し尊重する社会を実現するため、人権
尊重や平和への意識啓発や、誰もが性別等にかか
わらず個性と能力を発揮できる男女共同参画を進
めます。

基本目標 1 豊かな地域資源が活力を生み出すまちづくり

●1  商工業の振興

●7  子ども・若者への支援

働きたい・住み続けたい・
行ってみたいまち創造プロジェクト
若者の仕事や暮らしの希望がかなう環境づくり
に取り組み、盛岡を支える人を増やしていきます。

●2  農林業の振興

●8  子どもの教育の充実

●3  雇用対策の充実

●9  人権尊重・男女共同参画の推進

市内外に盛岡ファンを増やし、移住・定住、関係人
口を拡大するため、市の魅力や価値を効果的に発
信し、にぎわいと交流を創出します。

地域資源を生かした観光地域づくりや国内外旅行者
等の誘致を推進するとともに、祭り・イベントの充
実、受入環境の整備など観光の振興を図ります。

地域の歴史や文化への誇りを大切にしながら、文化
財の保存と積極的な活用を通じて、市の魅力発信
に取り組みます。

●4  魅力の創造・発信 ●5  観光の振興 ●6  歴史・文化の継承

●子どもが健やかに成長し将来に希望が持てるまちにしたい！ ●一人ひとりが尊重され活躍できるまちに
したい！

●盛岡らしさと魅力があふれるまちにしたい！

誰もが芸術や文化に親しむ機会を拡充し、市民の
自主的、創造的な芸術文化活動を支援します。

誰もがスポーツに親しみ、スポーツを通じて、健康
でいきいきと暮らせるまちづくりを目指すとともに、
まちの魅力発信・創出や交流人口の拡大に取り組
みます。

誰もが生涯を通じて学び続けられる環境づくりを進
めるとともに、学んだ成果を課題解決に生かすこと
により豊かな人生を送ることができるよう、学習機
会の充実に取り組みます。

●10 芸術文化の振興 ●11 スポーツの推進 ●12  生涯学習の推進

●誰もが自分らしく生きがいをもって暮らせるまちにしたい！

●強い産業基盤が地域経済をけん引するまちにしたい！

発行日　令和 8年 6月
発　行　盛岡市
編　集　市長公室広聴広報課

〒 020-8530 盛岡市内丸 12番 2号
TEL 019-651-4111

もりおか －令和 8年度の市政運営－

「夢｣に込めた思い
盛岡市総合計画（令和7年度～令和16年度）

地域の力でまちに活力を！

社会減対策 強い経済、産業振興、雇用の創出など

子どもも大人も未来を選べる

孤立をなくし、誰もが役割を持ちながら互いを尊重
し、誰一人取り残すことなく住み慣れた地域で暮ら
し続けられる地域社会をつくります。

自然災害や火災など、あらゆる危機に強いまちを目
指し、防災や消防力の充実などに取り組みます。

基本目標 4 安全・安心で快適に暮らせるまちづくり

高齢者が健康で生きがいを持ち、安心して暮らせ
るよう、高齢者の社会参加促進、介護予防や認知
症対策、介護サービス提供体制の強化などに取り
組みます。

市民が安全・安心に暮らせるよう、交通安全の推進
や防犯対策、消費者の安全を守る取り組みなどを
進めます。

障がいの有無にかかわらず、互いを尊重しながら安
心して暮らせるよう、障がいへの市民理解と交流、
障がい福祉サービスの提供体制の強化に取り組み
ます。

良好な環境を未来につなげるため、公害や環境汚
染の監視、廃棄物の適正処理、気候変動対策やご
みの減量・資源化に取り組みます。

基本目標 3 人がいきいきとつながり支え合うまちづくり

●13 地域福祉の推進

●19 災害に強い地域づくり

方針1……市民参画や協働によるまちづくり
方針2……持続可能な財政運営の実現
方針3……信頼性の高い市政の確立
方針4……自律した自治体経営の推進
方針5……行政サービスの向上と事務の効率化の推進

自治体経営の取り組み
共に目指す将来像の実現に向けた理念を定め、取り組みます。

●14 高齢者福祉の充実

●20 安全・安心な暮らしの確保

●15 障がい者福祉の充実

●21 環境の保全・創造

生活に困っている人が自立して安定した暮らしがで
きるよう、相談体制の充実や、状況に応じて自立支
援制度や生活保護などの支援を行います。

自然と人の営みとの調和を大切にしな
がら、効率的で活気のある市街地づく
りを進めます。

生涯にわたり健康に暮らせるよう、感染症や生活習
慣病の予防、健康相談や健康診査の実施、医療体
制の確保や医療費の支援などを進めます。

快適な暮らしと活発な産業活動を支え
るため、道路や橋、上下水道などの
都市基盤施設を適切に管理し、機能強
化を図ります。

地域コミュニティが担う役割を維持し、活動を続け
られるよう、町内会・自治会や、目的を共にする団
体などへの支援を進めます。

●16 生活困窮者への支援

●22コンパクトなまちづくりの推進

●17 健康づくり・医療の充実

●23 都市基盤施設の維持・強化

●18 地域コミュニティの維持・活性化

市民と一緒に盛岡らしい街並みや景観
を守り、創り、育てるとともに、公園
の整備や公共空間等の緑化を進めま
す。また、公共施設の改善や再開発
を行い、快適な都市環境をつくります。

●24 快適な都市環境の形成

幹線道路や自転車・歩行環境の整備、
地域公共交通の維持確保、公共交通
や自転車の利用促進など、誰もが快適
に移動できる交通環境をつくります。

●25 交通環境の構築

●寄り添い助け合いつながる社会にしたい！

●誰もが健やかで心豊かに生活できる社会
にしたい！

●多様な主体が協働する持続可能なまちに
したい！

●かけがえのない環境を未来に
つなげるまちにしたい！

●人にやさしく安全・安心なまちにしたい！

●誰もが暮らしやすく住み続けたいまちにしたい！

夢を持ち喜びを感じられる
子育て応援プロジェクト
安心して子育てができる環境づくりに取り組みます。

自然減対策 子育てに優しいまちづくり

誰ひとり、取り残さないまち

誰もが快適に暮らせるまち

皆さんの声、お待ちしております

市民の意見箱

あなたの声を聴かせてください！

手 紙
へ の市 長

市長への手紙はこちらから意見
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令和8年度の市政運営

共に目指す将来像「輝きが増し 活力に満ち 夢をかなえるまち盛岡」

重点的な取り組み
人口対策に力を入れるため、
人口の社会減や自然減のさまざまな対策を進める
「未来創造プロジェクト」
に取り組みます。



もりおか

もりおか

もりおか

基本目標 1 豊かな地域資源が活力を生み出すまちづくり 基本目標 2 人を育み未来を選べるまちづくり 基本目標 3 人がいきいきとつながり支え合うまちづくり 基本目標 4 安全・安心で快適に暮らせるまちづくり
「輝きが増し   活力に満ち   夢をかなえるまち盛岡」に向けた令和8年度の重点取り組み

若者・女性に選ばれる職場づくりの推進
・若者や女性が「働きたい」「働き続けたい」と思える企業を、市内に増やすための取り組みです。
・無意識の思い込み（アンコンシャス・バイアス）などについて考え、誰もが働きやすい職場づくりを進めます。
・企業同士で学び合う勉強会を開くほか、実際に取り組む企業をサポートすることで、良い事例をつくり、市内の企業に広げていきます。

市内 IT企業への若者の就職推進
・学生や若者に市内 IT企業の魅力を紹介し、就職のイメージを伝えることで、地元企業への就職を促進します。
・市内 IT企業の経営戦略の実現に向け、企業のリーダーとなる人材（プロジェクトマネージャー）を育成します。

宿泊税を活用した観光施策の推進
・国内外からの観光客を呼び込むため、新規ターゲット国や地域に向けた観光プロモーションを行います。
・盛岡駅の観光案内所が観光客に分かりやすいように案内表示を整備します。
・「つなぎでつなぐ盛岡さんさ踊り」の実施日数を増やし、盛岡の魅力をより多くの人に発信します。

企業の経営力等強化支援
・補助金などの支援制度について専門知識を持っている企業サポート専門員が、市内企業を訪問して困りごとや要望を聞き取り、それぞれの会社に合ったアドバイスをす
ることにより、企業の経営や事業活動を支えます。
・盛岡広域で成長を目指すスタートアップ企業に対し、継続的なサポートや企業同士のつながりづくりを促します。
・地域をけん引する成功例を生み出すことで、スタートアップ企業が集まり、専門的な人材が地元に定着する環境づくりを進めます。

歴史・文化の継承
・大切な歴史的建物や文化財を、これからも長く守り伝えていくため、修繕や整備を行います。
・原敬生家において茅葺屋根などの修繕を進めます。
・旧渋民尋常小学校や旧斎藤家についても、建物を安全に保つための修繕を行います。

企業誘致による地域経済の活性化
・仕事を増やし、地域産業を元気にするため、事業所・工場の新設や設備の拡充を支援し、製造業や IT関連企業の誘致を進めます。
・工業用地が不足しているという課題に対応するため、新しい工業用地の候補地や整備方法を検討し、地域経済をけん引する企業を呼び込みます。
・開発事業者と市が連携して盛岡南インターチェンジ付近に物流拠点を整備し、企業誘致と新たな雇用の創出につなげます。

新規就農・農業人材支援
・農業を始めたい人を対象に、就農に関する相談を受け付けるほか、国の支援制度や市の給付金を活用して、将来の農業を担う人材の育成と確保を進めます。
・農業機械の購入や修理などにかかる費用を補助し、農業者が安心して農業を続けられるように取り組みます。

地縁組織アドバイザーによる町内会・自治会の伴走支援
・町内会・自治会の運営や活動に関する課題を解決するため、支援を希望する団体に、専門的な知識や実績を有するアドバイザーを派遣し、
課題の整理や改善に向けた助言などの支援を行います。

ひきこもり支援に関する市民理解の促進
・ひきこもりについて、身近な地域でどのような支援ができるのかを考えます。また、市民の皆さんに理解を深めてもらう講演会を行います。

重層的支援体制の整備
・地域の皆さんが抱えるさまざまな課題に対し、相談を断らず、関係機関や地域の関係者が連携して支援する体制づくりを進めています。
・世代や属性を問わない相談支援、社会参加への支援、地域づくりに向けた支援を一体的に行い、切れ目のない支援につなげます。

健康保持増進・保健予防の推進
・健康を守るため、予防接種や歯周病検診の内容を充実させます。
・RSウイルス感染症の母子免疫ワクチンが定期接種となり、妊娠中に予防接種することで産まれてくる赤ちゃんを感染症から守ります。
・75歳以上の高齢者のインフルエンザ予防接種では、効果が高い高用量ワクチンを新たに選べるようになります。
・成人歯周病検診は、令和８年度から 20歳・30歳の人も受けられるように対象を拡充し、個別に受診券を送ります。

子どもの特性の早期発見のための５歳児健康診査
・５歳になる子どもを対象に、体や心の成長や日常生活の様子を確認する健康診査を実施します。
・一人ひとりの子どもの特性に合わせて必要なサポートにつなぎ、小学校に安心して入学できるよう支援します。

こども誰でも通園制度の本格実施
・保護者の働き方や家庭の事情に関係なく、０歳６か月から満３歳未満の子どもを対象に、月 10時間まで利用できる「こども誰でも通園制度」
を本格的に実施します。
・すべての子どもが健やかに成長できる環境を整え、子育て家庭への支援を充実させます。

こどもの権利を保障するなど「こども計画」の推進
・こどもたちが自分の考えや意見を言える場をつくり、こどもの権利を守りながら広めていくことで、「こどもまんなか盛岡市」の実現を目指し
ます。
・令和８年度は、こどもたちの意見を聴きながら、「こどもの権利」に関するルール（条例）の制定を目指します。

出産支援関連事業の推進
・妊娠中や出産後間もない人、赤ちゃんを対象に健康診査などを行い、病気や発育の状況、子育てに関する困りごとを早めに
見つけます。また、妊娠・出産・子育てに役立つ教室も行います。
・専門のスタッフが、子どもの発達（体や心の成長）についての検査や相談を行い、発達に課題がある場合は、親子教室や療
育機関を紹介するなど、一人ひとりに合ったサポートを行います。
・妊娠期から出産後、子育ての時期まで、面談やアンケートを通じて相談にのりながら継続してサポートします。また、妊婦へ
の経済的な支援も行います。

パートナーシップ・ファミリーシップ制度の推進
・パートナーシップ・ファミリーシップ制度は、同性・異性に関係なく、お互いを大切な人生のパートナーとして支えあっ
ていくことを市に宣誓し、そのことを公に証明するものです。
・法律上の婚姻制度を利用できない性的マイノリティのカップルや、婚姻届を提出しない事実婚のカップルなどが利用でき
ます。
・この制度により、誰もが自分らしく、安心して暮らせる社会を目指します。

こども相談室の運営
・こどもが自分の悩みや困りごとを相談できる場所として「こども相談室」を設けています。
・「こども相談室」では、こどもの気持ちや生活にくわしい相談員が話を聞き、気持ちに寄り添って一緒に解決方法を考えます。
・相談は、対面で話すほか、電話や学校のタブレットからも可能です。また、チャットでも 24時間いつでも相談できます。

副食費・学校給食関連事業の推進
・子育て家庭の負担を減らすため、副食費や給食費の支援を行います。
・３歳から５歳の子どもの給食のおかず代（副食費）については、収入が一定より少ない家庭を対象に補助を行います。
・小学校の給食費を、保護者負担のない完全無償とし、国の基準を超える分は市が負担します。
・中学校についても、給食の食材費を補助することで、保護者の負担を軽減します。
・全ての児童生徒への給食提供の実施に向け、新しい学校給食センターの整備も引き続き取り組みます。

安全・安心な暮らしの確保
・公共の場所を安全・安心に通行できるように、条例などにより大通での客引きを禁止しており、市・警察・商店街の三者で共同して、パトロールなどを行います。
・犯罪被害者の支援を行うため、条例などにより総合支援窓口を設置し、支援内容をまとめたハンドブックを作成しており、総合支援窓口で、相談対応や見舞金の支給を
行います。

官民連携まちづくり事業の推進
・地域のさまざまな企業や団体が関わり、まちなかの魅力向上につながる取り組みを話し合う場となる「エリアプラットフォーム」を立ち上げるため、まちづくりの専門家
に助言をもらいながら検討します。

景観保存対策の充実
・寄附金を活用して「武田邸」を修理するほか、景観重要建造物を良好な状態で維持し活かしながら、盛岡らしい魅力ある街並みづくりを進めます。

除排雪事業の推進
・玉山地域で、雪の積もり具合を 24時間見守る「積雪深モニタリングシステム」を導入します。
・これにより、除雪が必要な場所やタイミングを正確に把握でき、より早く・効率的な除排雪につなげます。

交通環境整備の推進
・だれでも、移動しやすくなるよう、使いやすい交通環境づくりに取り組みます。
・路線バスの再編とあわせて、新たに予約型乗合タクシーの試験運行を行います。
・地域の皆さんが中心となって行う移動手段の確保の活動に対して、費用の一部を支援します。
・バスや鉄道を利用して中心市街地へお出かけする高齢者のため、「まちなか・おでかけパス」の販売支援を拡充します。

〈自治体経営改善の取り組み ～歳入の確保に全力で取り組みます～ 〉
人口減少や少子高齢化が進む中、盛岡のまちを将来にわたって安定的に運営していくため、令和 7年度から「自治体経営改善」に取り組んでいます。令和 8年度は特に「歳
入の確保」に全力を挙げ、中でもふるさと納税による寄付額は、前年度からほぼ倍増の 10億円を目指してさまざまな取り組みを進めます。

【主な歳入確保策】
●ふるさと納税（新ポータルサイト導入、返礼品開発・プロモーションなど） ●ネーミングライツ（公共施設や市主催イベントへのネーミングライツ導入）
●市有地等活用（公募予定物件の売払い、未利用市有地のニーズ発掘など） ●広告掲出（本庁舎、公用車、職員業務用端末を媒体とした広告掲出）

自治体経営の取り組み（持続可能な財政運営の実現）

これからも持続可能な財政
運営を進めるため、一定額の
財政調整基金を確保しなが
ら、次世代の未来のための
施策や盛岡の魅力を高める
ための施策を推進します！
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＜財政調整基金（市の貯金）の推移＞
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基本目標 1 豊かな地域資源が活力を生み出すまちづくり 基本目標 2 人を育み未来を選べるまちづくり 基本目標 3 人がいきいきとつながり支え合うまちづくり 基本目標 4 安全・安心で快適に暮らせるまちづくり
「輝きが増し   活力に満ち   夢をかなえるまち盛岡」に向けた令和8年度の重点取り組み

若者・女性に選ばれる職場づくりの推進
・若者や女性が「働きたい」「働き続けたい」と思える企業を、市内に増やすための取り組みです。
・無意識の思い込み（アンコンシャス・バイアス）などについて考え、誰もが働きやすい職場づくりを進めます。
・企業同士で学び合う勉強会を開くほか、実際に取り組む企業をサポートすることで、良い事例をつくり、市内の企業に広げていきます。

市内 IT企業への若者の就職推進
・学生や若者に市内 IT企業の魅力を紹介し、就職のイメージを伝えることで、地元企業への就職を促進します。
・市内 IT企業の経営戦略の実現に向け、企業のリーダーとなる人材（プロジェクトマネージャー）を育成します。

宿泊税を活用した観光施策の推進
・国内外からの観光客を呼び込むため、新規ターゲット国や地域に向けた観光プロモーションを行います。
・盛岡駅の観光案内所が観光客に分かりやすいように案内表示を整備します。
・「つなぎでつなぐ盛岡さんさ踊り」の実施日数を増やし、盛岡の魅力をより多くの人に発信します。
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・補助金などの支援制度について専門知識を持っている企業サポート専門員が、市内企業を訪問して困りごとや要望を聞き取り、それぞれの会社に合ったアドバイスをす
ることにより、企業の経営や事業活動を支えます。
・盛岡広域で成長を目指すスタートアップ企業に対し、継続的なサポートや企業同士のつながりづくりを促します。
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・原敬生家において茅葺屋根などの修繕を進めます。
・旧渋民尋常小学校や旧斎藤家についても、建物を安全に保つための修繕を行います。
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・仕事を増やし、地域産業を元気にするため、事業所・工場の新設や設備の拡充を支援し、製造業や IT関連企業の誘致を進めます。
・工業用地が不足しているという課題に対応するため、新しい工業用地の候補地や整備方法を検討し、地域経済をけん引する企業を呼び込みます。
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新規就農・農業人材支援
・農業を始めたい人を対象に、就農に関する相談を受け付けるほか、国の支援制度や市の給付金を活用して、将来の農業を担う人材の育成と確保を進めます。
・農業機械の購入や修理などにかかる費用を補助し、農業者が安心して農業を続けられるように取り組みます。

地縁組織アドバイザーによる町内会・自治会の伴走支援
・町内会・自治会の運営や活動に関する課題を解決するため、支援を希望する団体に、専門的な知識や実績を有するアドバイザーを派遣し、
課題の整理や改善に向けた助言などの支援を行います。
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・ひきこもりについて、身近な地域でどのような支援ができるのかを考えます。また、市民の皆さんに理解を深めてもらう講演会を行います。
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・地域の皆さんが抱えるさまざまな課題に対し、相談を断らず、関係機関や地域の関係者が連携して支援する体制づくりを進めています。
・世代や属性を問わない相談支援、社会参加への支援、地域づくりに向けた支援を一体的に行い、切れ目のない支援につなげます。

健康保持増進・保健予防の推進
・健康を守るため、予防接種や歯周病検診の内容を充実させます。
・RSウイルス感染症の母子免疫ワクチンが定期接種となり、妊娠中に予防接種することで産まれてくる赤ちゃんを感染症から守ります。
・75歳以上の高齢者のインフルエンザ予防接種では、効果が高い高用量ワクチンを新たに選べるようになります。
・成人歯周病検診は、令和８年度から 20歳・30歳の人も受けられるように対象を拡充し、個別に受診券を送ります。

子どもの特性の早期発見のための５歳児健康診査
・５歳になる子どもを対象に、体や心の成長や日常生活の様子を確認する健康診査を実施します。
・一人ひとりの子どもの特性に合わせて必要なサポートにつなぎ、小学校に安心して入学できるよう支援します。

こども誰でも通園制度の本格実施
・保護者の働き方や家庭の事情に関係なく、０歳６か月から満３歳未満の子どもを対象に、月 10時間まで利用できる「こども誰でも通園制度」
を本格的に実施します。
・すべての子どもが健やかに成長できる環境を整え、子育て家庭への支援を充実させます。

こどもの権利を保障するなど「こども計画」の推進
・こどもたちが自分の考えや意見を言える場をつくり、こどもの権利を守りながら広めていくことで、「こどもまんなか盛岡市」の実現を目指し
ます。
・令和８年度は、こどもたちの意見を聴きながら、「こどもの権利」に関するルール（条例）の制定を目指します。

出産支援関連事業の推進
・妊娠中や出産後間もない人、赤ちゃんを対象に健康診査などを行い、病気や発育の状況、子育てに関する困りごとを早めに
見つけます。また、妊娠・出産・子育てに役立つ教室も行います。
・専門のスタッフが、子どもの発達（体や心の成長）についての検査や相談を行い、発達に課題がある場合は、親子教室や療
育機関を紹介するなど、一人ひとりに合ったサポートを行います。
・妊娠期から出産後、子育ての時期まで、面談やアンケートを通じて相談にのりながら継続してサポートします。また、妊婦へ
の経済的な支援も行います。

パートナーシップ・ファミリーシップ制度の推進
・パートナーシップ・ファミリーシップ制度は、同性・異性に関係なく、お互いを大切な人生のパートナーとして支えあっ
ていくことを市に宣誓し、そのことを公に証明するものです。
・法律上の婚姻制度を利用できない性的マイノリティのカップルや、婚姻届を提出しない事実婚のカップルなどが利用でき
ます。
・この制度により、誰もが自分らしく、安心して暮らせる社会を目指します。

こども相談室の運営
・こどもが自分の悩みや困りごとを相談できる場所として「こども相談室」を設けています。
・「こども相談室」では、こどもの気持ちや生活にくわしい相談員が話を聞き、気持ちに寄り添って一緒に解決方法を考えます。
・相談は、対面で話すほか、電話や学校のタブレットからも可能です。また、チャットでも 24時間いつでも相談できます。

副食費・学校給食関連事業の推進
・子育て家庭の負担を減らすため、副食費や給食費の支援を行います。
・３歳から５歳の子どもの給食のおかず代（副食費）については、収入が一定より少ない家庭を対象に補助を行います。
・小学校の給食費を、保護者負担のない完全無償とし、国の基準を超える分は市が負担します。
・中学校についても、給食の食材費を補助することで、保護者の負担を軽減します。
・全ての児童生徒への給食提供の実施に向け、新しい学校給食センターの整備も引き続き取り組みます。

安全・安心な暮らしの確保
・公共の場所を安全・安心に通行できるように、条例などにより大通での客引きを禁止しており、市・警察・商店街の三者で共同して、パトロールなどを行います。
・犯罪被害者の支援を行うため、条例などにより総合支援窓口を設置し、支援内容をまとめたハンドブックを作成しており、総合支援窓口で、相談対応や見舞金の支給を
行います。

官民連携まちづくり事業の推進
・地域のさまざまな企業や団体が関わり、まちなかの魅力向上につながる取り組みを話し合う場となる「エリアプラットフォーム」を立ち上げるため、まちづくりの専門家
に助言をもらいながら検討します。

景観保存対策の充実
・寄附金を活用して「武田邸」を修理するほか、景観重要建造物を良好な状態で維持し活かしながら、盛岡らしい魅力ある街並みづくりを進めます。

除排雪事業の推進
・玉山地域で、雪の積もり具合を 24時間見守る「積雪深モニタリングシステム」を導入します。
・これにより、除雪が必要な場所やタイミングを正確に把握でき、より早く・効率的な除排雪につなげます。

交通環境整備の推進
・だれでも、移動しやすくなるよう、使いやすい交通環境づくりに取り組みます。
・路線バスの再編とあわせて、新たに予約型乗合タクシーの試験運行を行います。
・地域の皆さんが中心となって行う移動手段の確保の活動に対して、費用の一部を支援します。
・バスや鉄道を利用して中心市街地へお出かけする高齢者のため、「まちなか・おでかけパス」の販売支援を拡充します。

〈自治体経営改善の取り組み ～歳入の確保に全力で取り組みます～ 〉
人口減少や少子高齢化が進む中、盛岡のまちを将来にわたって安定的に運営していくため、令和 7年度から「自治体経営改善」に取り組んでいます。令和 8年度は特に「歳
入の確保」に全力を挙げ、中でもふるさと納税による寄付額は、前年度からほぼ倍増の 10億円を目指してさまざまな取り組みを進めます。

【主な歳入確保策】
●ふるさと納税（新ポータルサイト導入、返礼品開発・プロモーションなど） ●ネーミングライツ（公共施設や市主催イベントへのネーミングライツ導入）
●市有地等活用（公募予定物件の売払い、未利用市有地のニーズ発掘など） ●広告掲出（本庁舎、公用車、職員業務用端末を媒体とした広告掲出）

自治体経営の取り組み（持続可能な財政運営の実現）
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財政調整基金を確保しなが
ら、次世代の未来のための
施策や盛岡の魅力を高める
ための施策を推進します！
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M O R I O K A

　「夢」には、先輩たちが築いてきた歴史ある盛岡というまちが、将来にわたって輝きが増し、

この自信と誇りを未来の世代にもしっかりと引き継ぎ、住む人が生き生きと暮らし、国内外の

多くの人々をひきつける魅力がある盛岡になる、そういう思いを込めています。

　盛岡市総合計画に掲げる共に目指す将来像「輝きが増し　活力に満ち　夢をかなえるまち

盛岡」に込められた意味に通じる「より優しく、より強い盛岡」。

　この言葉には、年齢や性別、障がいの有無を超えて、立場や考え方の違いを認め合い、市

民の誰もが希望する未来を描き、夢をかなえることができるまちを市民の皆さんと共に創っ

ていこうという思いが込められています。

　夢を実現し優しさを支え続けるためには、「強い盛岡」が必要です。地元の経済が明るく元

気になり、地元の中小企業も元気になる、そんな好循環を生み出す盛岡を創っていきましょう。

MOR IOKA
令和8年度市政運営

もりおか
地元企業の経営力強化や起業創業支援、成長産業
の育成や産業基盤の整備により、地域内で経済が
循環し発展する環境をつくり、企業の生産性向上を
目指します。

子どもと若者の幸せを第一に、地域ぐるみでの子育
て支援や母子保健の充実、子ども・若者が希望を
かなえられる環境の充実に取り組みます。

基本目標 2 人を育み未来を選べるまちづくり

農地や森林の有する多面的機能を守り発揮し、農
林業者の経営力向上や担い手確保のための支援の
ほか、盛岡産農畜林産物の地産地消や販路拡大、
付加価値向上に取り組みます。

子どもたちがふるさとを愛し、自ら学び、未来をつ
くる力を育むため、学校・家庭・地域が連携し、確
かな学力育成と、誰一人取り残さない教育を進め
ます。

産業人材の育成・確保のためキャリア教育や企業と
のマッチング機会をつくるほか、働きやすい環境を
整え、多様な働き方が実現できるよう取り組みます。

互いを理解し尊重する社会を実現するため、人権
尊重や平和への意識啓発や、誰もが性別等にかか
わらず個性と能力を発揮できる男女共同参画を進
めます。

基本目標 1 豊かな地域資源が活力を生み出すまちづくり

●1  商工業の振興

●7  子ども・若者への支援

働きたい・住み続けたい・
行ってみたいまち創造プロジェクト
若者の仕事や暮らしの希望がかなう環境づくり
に取り組み、盛岡を支える人を増やしていきます。

●2  農林業の振興

●8  子どもの教育の充実

●3  雇用対策の充実

●9  人権尊重・男女共同参画の推進

市内外に盛岡ファンを増やし、移住・定住、関係人
口を拡大するため、市の魅力や価値を効果的に発
信し、にぎわいと交流を創出します。

地域資源を生かした観光地域づくりや国内外旅行者
等の誘致を推進するとともに、祭り・イベントの充
実、受入環境の整備など観光の振興を図ります。

地域の歴史や文化への誇りを大切にしながら、文化
財の保存と積極的な活用を通じて、市の魅力発信
に取り組みます。

●4  魅力の創造・発信 ●5  観光の振興 ●6  歴史・文化の継承

●子どもが健やかに成長し将来に希望が持てるまちにしたい！ ●一人ひとりが尊重され活躍できるまちに
したい！

●盛岡らしさと魅力があふれるまちにしたい！

誰もが芸術や文化に親しむ機会を拡充し、市民の
自主的、創造的な芸術文化活動を支援します。

誰もがスポーツに親しみ、スポーツを通じて、健康
でいきいきと暮らせるまちづくりを目指すとともに、
まちの魅力発信・創出や交流人口の拡大に取り組
みます。

誰もが生涯を通じて学び続けられる環境づくりを進
めるとともに、学んだ成果を課題解決に生かすこと
により豊かな人生を送ることができるよう、学習機
会の充実に取り組みます。

●10 芸術文化の振興 ●11 スポーツの推進 ●12  生涯学習の推進

●誰もが自分らしく生きがいをもって暮らせるまちにしたい！

●強い産業基盤が地域経済をけん引するまちにしたい！
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もりおか －令和 8年度の市政運営－

「夢｣に込めた思い
盛岡市総合計画（令和7年度～令和16年度）

地域の力でまちに活力を！

社会減対策 強い経済、産業振興、雇用の創出など

子どもも大人も未来を選べる

孤立をなくし、誰もが役割を持ちながら互いを尊重
し、誰一人取り残すことなく住み慣れた地域で暮ら
し続けられる地域社会をつくります。

自然災害や火災など、あらゆる危機に強いまちを目
指し、防災や消防力の充実などに取り組みます。

基本目標 4 安全・安心で快適に暮らせるまちづくり

高齢者が健康で生きがいを持ち、安心して暮らせ
るよう、高齢者の社会参加促進、介護予防や認知
症対策、介護サービス提供体制の強化などに取り
組みます。

市民が安全・安心に暮らせるよう、交通安全の推進
や防犯対策、消費者の安全を守る取り組みなどを
進めます。

障がいの有無にかかわらず、互いを尊重しながら安
心して暮らせるよう、障がいへの市民理解と交流、
障がい福祉サービスの提供体制の強化に取り組み
ます。

良好な環境を未来につなげるため、公害や環境汚
染の監視、廃棄物の適正処理、気候変動対策やご
みの減量・資源化に取り組みます。

基本目標 3 人がいきいきとつながり支え合うまちづくり

●13 地域福祉の推進

●19 災害に強い地域づくり

方針1……市民参画や協働によるまちづくり
方針2……持続可能な財政運営の実現
方針3……信頼性の高い市政の確立
方針4……自律した自治体経営の推進
方針5……行政サービスの向上と事務の効率化の推進

自治体経営の取り組み
共に目指す将来像の実現に向けた理念を定め、取り組みます。

●14 高齢者福祉の充実

●20 安全・安心な暮らしの確保

●15 障がい者福祉の充実

●21 環境の保全・創造

生活に困っている人が自立して安定した暮らしがで
きるよう、相談体制の充実や、状況に応じて自立支
援制度や生活保護などの支援を行います。

自然と人の営みとの調和を大切にしな
がら、効率的で活気のある市街地づく
りを進めます。

生涯にわたり健康に暮らせるよう、感染症や生活習
慣病の予防、健康相談や健康診査の実施、医療体
制の確保や医療費の支援などを進めます。

快適な暮らしと活発な産業活動を支え
るため、道路や橋、上下水道などの
都市基盤施設を適切に管理し、機能強
化を図ります。

地域コミュニティが担う役割を維持し、活動を続け
られるよう、町内会・自治会や、目的を共にする団
体などへの支援を進めます。

●16 生活困窮者への支援

●22コンパクトなまちづくりの推進

●17 健康づくり・医療の充実

●23 都市基盤施設の維持・強化

●18 地域コミュニティの維持・活性化

市民と一緒に盛岡らしい街並みや景観
を守り、創り、育てるとともに、公園
の整備や公共空間等の緑化を進めま
す。また、公共施設の改善や再開発
を行い、快適な都市環境をつくります。

●24 快適な都市環境の形成

幹線道路や自転車・歩行環境の整備、
地域公共交通の維持確保、公共交通
や自転車の利用促進など、誰もが快適
に移動できる交通環境をつくります。

●25 交通環境の構築

●寄り添い助け合いつながる社会にしたい！

●誰もが健やかで心豊かに生活できる社会
にしたい！

●多様な主体が協働する持続可能なまちに
したい！

●かけがえのない環境を未来に
つなげるまちにしたい！

●人にやさしく安全・安心なまちにしたい！

●誰もが暮らしやすく住み続けたいまちにしたい！

夢を持ち喜びを感じられる
子育て応援プロジェクト
安心して子育てができる環境づくりに取り組みます。

自然減対策 子育てに優しいまちづくり

誰ひとり、取り残さないまち

誰もが快適に暮らせるまち

皆さんの声、お待ちしております

市民の意見箱

あなたの声を聴かせてください！

手 紙
へ の市 長

市長への手紙はこちらから意見
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令和8年度の市政運営

共に目指す将来像「輝きが増し 活力に満ち 夢をかなえるまち盛岡」

重点的な取り組み
人口対策に力を入れるため、
人口の社会減や自然減のさまざまな対策を進める
「未来創造プロジェクト」
に取り組みます。




